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いない研究プロジェクトへの支援打ち切り等が行われ、効率的な運営が行われている。 

 

(3)研究事業の有効性 

 公募研究プロジェクトの採択審査、継続研究プロジェクトの年次評価、中間評価、事後評

価等については、外部専門家からなる基礎的研究評価委員会に本事業担当の行政官の参加を

求めて、評価実施要領に基づき専門的及び行政的観点からの評価を実施し、評価結果に基づ

き、採択課題の決定及び研究費の配分等を行っている。また、当研究所において、研究機関

の実地調査も行い、研究実施状況及び研究費の執行状況等を確認し、必要に応じて、研究の

目的達成のための指導・助言を行っている。プロジェクトの成果は、今後、画期的な医薬品・

医療機器等の創製に結びつくものと考えられ、保健医療への貢献度は高い。 

 

(4)その他 

 本事業は平成 8年度に創設され、本事業の実施運営主体は、平成 15 年度までは、医薬品

副作用被害救済・研究振興調査機構であったが、政府の特殊法人等改革により、同機構が国

立医薬品食品衛生研究所医薬品医療機器審査センター等と統合され、独立行政法人医薬品医

療機器総合機構が設立されたことから、平成 16 年 4 月より本事業は新独立行政法人に移管

された。更に、独立行政法人医薬品医療機器総合機構法の国会審議の際、平成 14 年 12 月

12 日の参議院厚生労働委員会において「独立行政法人医薬品医療機器総合機構の在り方に

関する決議」がなされ、本事業を含む研究開発振興業務が分離されたことから、本事業は平

成 17 年度より新たに設立された「独立行政法人医薬基盤研究所」に移管された。 

 

３．総合評価 
 画期的な医薬品・医療機器等の開発は、疾病の克服に必要不可欠であり、新規の作用機序

やメカニズムによる医薬品・医療機器等の開発に資する医薬品候補化合物の発見、疾病構造

の解明、遺伝子治療技術の開発等の基礎研究の重要性は益々高まっている。本事業では、画

期的な医薬品・医療機器等の開発に結びつく可能性の高い研究課題を選定して研究委託を行

い、また、研究実施期間は毎年度、評価を行い、その結果に基づき研究費の配分額の決定や、

研究計画の修正、中止等を求めるなど、適正な事業の運営に努めていると考えられる。 

 知的財産の形成や、研究成果の実用化も認められるなど、その有用性も高く評価でき、今

後とも推進すべき研究事業であると考えられる。 

 

４．参考（概要図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   


